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Ⅱ‐② 評価結果（事務事業別評価） 
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区民活動推進部 施策１１１ 
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１ トリフォニーホール管理運営（施策１１１） 

～ 内部評価結果 ～ 
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１ トリフォニーホール管理運営（施策１１１） 

～ 外部評価結果 ～ 

（１）委員会意見 

     

 

 

 

 

 

 

（２）内部評価の各項目についての個別意見 

  ① 評価上の要改善点 

○ 本事業の目的・手段となっている「文化芸術の鑑賞機会の提供」、「区民の

文化芸術活動の発表の場づくり」、「ホールボランティアの受け入れ」などに

関する指標を設定すれば、より事業評価が行いやすい。 

○ 実績をあらわす指標として、「区民の利用者数」や「区民の満足度（アン

ケート調査結果）」、「利用者収入」、「収支比率」、「施設稼働率」、「入場者 1

人当たりのコスト」などの設定があると良い。 

 

② 事業改善の方向性 

◆ 必要性・有効性に関する意見 

   ○ 本施設は、区と新日本フィルハーモニー交響楽団とのフランチャイズ提携

に基づく活動拠点であり、我が国初の取り組みである。新日本フィルは区民

向けコンサートや小中学校への音楽指導事業等を実施しており、区民の文化

活動に貢献している。 

○ 施設の管理運営における指定管理者の更新に当たっては、候補者の適性を

評価するため、指定管理者選定委員会に、区職員、公認会計士の他、芸術・

文化関係の専門家を入れる必要がある。 

○ 一つの自治体で本施設を所有し続けるには財政負担が大きいため、そもそ

も区として直接運営する施設かどうかといった議論も必要である。 

 

 

 

事業自体は有意義なものであり、区民の文化活動に貢献しているが、当施設の

管理運営には指定管理者制度が導入されており、これを施設管理費の削減だけで

はなく、施設の目的（区民の音楽文化に触れる機会と場の提供）に即した効果的

な運営に生かすことで、利用率、サービス、収益の向上にもつなげるべきである。 

平成 23 年度からの第二期の指定管理期間（５年間）の運営を見据え、現行の

指定管理者が適切に業務を遂行しているかどうかについての十分な検証が必要

である。 

また、事業経費が大きいことから、事業の実施に当たっては、区民負担（区税

投入）が妥当かどうか、多くの区民の賛同が得られているかを確認しながら事業

を進める必要がある。 
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◆ 効率性・協働に関する意見 

   ○ 新日本フィルの若い団員が地元に越してきて、地域活動に参加するといっ 

た良い面も多々あるが、施設維持管理費が大きいため、さらなる経費削減に

努め、収益を上げてもらいたい。 

○ 魅力のあるソフト・イベント事業を提供してほしい。 

また、本事業にかかる事業費の妥当性を考え、演目なども工夫し、入場料

金にもメリハリをつけることで、収益の向上を図ってほしい。 

○ 文化事業に対する一定の負担は仕方ないが、自治体規模による適切な負担

額もあると思う。また、光熱水費などの施設管理費のコストが大幅にかかっ

ていると思われるため、エスコ事業（※）の導入などにより、維持費を下げ

る工夫がもっと必要である。 

○ 本事業の支出の６割を占める施設管理費の削減努力が必要である。また、

当初建設費の減価償却費と運営費の合計に対してどの程度の利用者負担を

求めるかの水準について、区の中で議論した方が良い。 

 

 

 

 

 

 

 

（※）エスコ事業（ESCO 事業） 

  エスコ（ESCO：Energy Service Companyの略）事業とは、ビルや工場などの建物

の省エネルギーに関する包括的なサービス（省エネルギー診断・設計・施工・導入

設備の保守・運転管理・事業資金調達など）を行う事業のこと。エスコ事業者は、

それによって得られた省エネルギー効果を保証し、削減した光熱水費の中からその

一部を報酬として受取る。 
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区民活動推進部 施策１３１ 

 



 

15               区民活動推進部 

 



 

16               区民活動推進部 

２ 路上喫煙等防止対策事業（施策１３１） 

～ 内部評価結果 ～ 
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２ 路上喫煙等防止対策事業（施策１３１） 

～ 外部評価結果 ～ 

（１）委員会意見 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）内部評価の各項目についての個別意見 

  ① 評価上の要改善点 

   ○ 本事業の実績（成果）は、路上喫煙防止キャンペーン等の実施回数だけで

はなく、本来の成果として、定点における観測されたポイ捨て吸殻数又はそ

の減少数も事務事業評価シートに明示すべきである。また、成果指標には、

住民アンケート調査の結果を取り入れるなど、モラルの向上やキャンペーン

の実施効果の確認方法を検討する必要がある。 

○ 「実績をあらわす指標」は、他自治体との比較がないとその効果が判断で

きない。また、ソフト施策としての「パトロール」、「普及啓発」、ハード施

策としての「標識板等の設置」を指標として挙げた方が事業実績を評価しや

すい。 

   ○ 指標の実績値が“向上”していると評価しているが、これは路上喫煙等防

止キャンペーンの実施地点だけでの判断と思われる。一区民として区内全域

を見渡して判断すると、ポイ捨て吸殻数はほとんど減少していないと感じる。 

 

② 事業改善の方向性 

◆ 必要性・有効性に関する意見 

  ○ 自宅近くの交差点で清掃をしているが、夜から朝にかけて吸殻のポイ捨て

が増えているため、外来者だけではなく、地域住民に対するマナー向上対策

も重要である。また、錦糸町、両国、押上、曳舟などの推進地区以外のまち

のポイ捨てをどうするかといった問題もあり、地道な啓発活動は継続すべき

である。 

○ マナーとしての路上喫煙禁止は当然であるが、今後、観光に力を入れるの

であれば、愛煙家が気持ちよく喫煙できる場所を設けることも路上喫煙防止

に役立つはずである。取締りやマナーを強要する「北風」ばかりではなく、 

錦糸町駅周辺では、歩きタバコやポイ捨てが格段に減少しており、事業自体は

有意義なものといえるが、区内全域についての状況把握がなされていないため、

推進地区のみでの評価となっている。 

ポイ捨ての吸殻数や住民アンケート調査結果などを指標に取り入れ、その上

で、別の地区に重点を広げるなど、現状分析と対策案の検討が必要である。 

今後も地道な啓発活動やパトロールによる指導は継続すべきであるが、路上喫

煙防止は、基本的には市民の公共意識の問題であり、区民の意識の変化を見極め

ながら、事業の継続性や費用を再検討する必要がある。 
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このような「太陽」の取組みが住民にも観光客にも「やさしいまち」になる。 

○ 押上周辺では夜でもポイ捨てはほとんどないが、推進地区にも関わらず駅

周辺に表示板があるだけで、東京スカイツリー周辺には表示板が見当たらな

い。今後、国内外の観光客が増えることから、日本語表記以外の看板の設置

など、押上付近の変化に対応できる対策が必要である。 

○ 煙草のポイ捨てに捉われすぎている印象があるが、町内のゴミ出しの日時

や分別を守らない人が増えていることの方が大問題である。煙草のポイ捨て

にゴミ問題も組み入れ、ルールを守らない人達に対する啓発パトロールを実

施してほしい。 

 

◆ 効率性・協働に関する意見 

○ 啓発指導員による巡回パトロールの委託経費については、経費のベンチマ

ークの設定や他区との比較による適正価格の算出が必要である。また、現在

の民間事業者への委託をＮＰＯ法人への委託に変えるなど、予算経費縮減の

ための検討も行ってほしい。 

○ 喫煙場所が粗末であり、税金を払っている喫煙者をもう少し優遇しても良

いと思う。また、スカイツリーの開業に合わせ、ＪＴ（日本たばこ産業㈱）

と協力して、押上地区を「愛煙家にもやさしい分煙モデル地区」にするなど

の検討も必要である。 
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